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漁網染料の効力(第4報)

川崎毅一・西山作識・中村秀男 (漁業学教室〉

ON THE EFFICACY OF NET PRESERVATIVESく4)

Giichi KAWASAKI， Sakuzo NlSHIYAMA and Hideo NAKAMURA 

(Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 

As for the efficacy of the propぽ re-dyeingby net preservatives the authors have proven 

that they are very good. 

But， thぽeis an influence by the temperature of sea water. We have田archedthe 

range by the change of田awatι Concぽningthe戸0抹盟rredyeing time， Tables 2-3 wil1 

銃自rveon the respective season. 

Studies on the efficacy of net preservatives were made according to Murayama and. 

Kawasaki's formula. T=T，必-g:(ト川

1.緒

漁網染料の効力は網糸に対ナる染着性を良好ならしめるととに依りその殆どは主宰せられる。叉その

実用的な方法に関しては既に遺べて来た3 染替試験を扱った第8殺は比較的高水i!1.時に於て試験され
たものであるため，今回は比較的低水温時に於ける試験を実施しその実体を把揖ナると共に前者との

比較検討を行うために実施したものである。

試験。結果そり有効也に関しては全〈前者と同様であるが浸積した静水が低温なるため各供試事長糸

よも未腐朽期聞の延長が著しく浸漬梅区の水湿の程度に依り染替の時期も相当期間延長して良いとみ

が解づた。

向本研質実施に当P超大なる御協力を賜ヲた西JWf代三氏誼に石次清治氏に対し厚く感謝の意を表

ナる。

2. 材料及び方法

供試染料i乙於て若干の変更はあるが他は全く前回と同様ょした。即ち既往に於て試験せるもθはそ

の手順に依P新製品は夫々製作会社の処法の指示ナる所に従った。

くイ〉 供試綿糸 :20番手10号綿糸

くロ〉 供試染料

A.棄糸く白煮) B. rカヲチl6回染
C. rカヲチJ+ r重クロム酸加里」 D. ヨーJレグーJレ

E. rカッチJ+ rコーJレタール」 F. 日東漁網染料

G. 三洋式漁網染料 H. ソマール

1. 泊'目パイノーFレ J. rカッチJ6回染く1週間毎染替〉
K. rカッチJ6回染く2週間毎染替〉
註，染替は上言t'.Bに於ける 2図染以後の要領に準じて実擁した。
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3.試験結果

在荷試験結果は第1表に示ナ。之に依り腐朽曲棋を劃けば第1図の如くになる。

「3JJτ互亘三主司王壬己三事TZF:宮区亡
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Table 1 くContinued)
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第1図より供試染料の防腐効果の

優劣は大体推察し得るが更に比較結

果を明瞭ならしめるために村山及び

l!¥崎(1)の実験式に依り各染料の未腐

朽期間及び腐朽係数を求めた。

先づTとToとから logTjToを求め

logTjToとtとの関係を図示して此の

直線を示ナ抗張力をToムレ更に腐朽

期聞の直観との交点を以て未腐朽期

間の修点t。とした。

叉腐朽期間の直棋勾配から腐朽係

数を求めたコ之を図示ナれば第2--

第1.2図2ュなり表示ナれは第2表D如

くになる。

3. 摘 要

。供試各染料についてto.k及び
T。を求むれば第2表の如くになるO

幻従来新網を夏から使い始める

と網糸の腐朽が著しく速かであり多

季に新網の網入を行うと夏季になっ

℃も腐朽が早くないと言われているが今回り試験でも浸漬時

期が比較的低水fR時でありその後宇は夏季の高水温時に亙っ

たが米潟朽期聞が相当長く見られi受I貨当時の水温に大きく影

響されるこ与が現われた。

3) 供試各染料の鴎朽曲線は一般に腐朽係数が大きくなづ

ている。それは後今になって高水混時に亘った為と者えられ

るつ

4) カッデの 1困処理せるもの，日収漁網染料及び 「ソマ

ール」等は夫々効果に大差は認められなかワたコ

5) rコールクール」は前回同様その有効'性は確認されたつ
の 「カヴチ」染の染替につい℃第3報では2週間毎に染替

を実施したものは手数の煩雑な割合にその有効性は認められ

なかったが今回の試験では 145日を経過しても未だ減衰のj贋

向は認められなかったく1週間名手に染替せるものは勿論であ

る九 向染替を実施せざるものでも約60日の未腐朽期聞が見

られるので染替の時期も未だ犬r¥lに拡張しても良いととが解

づたコ

7) 染替の時期について第3報では似試各染*'1について to
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を正確に調べ減衰過程に入る以前に行われ

るととを提唱したが今回の試験でも之は確

認された〉尚之等は水温に大きく左右され

るので一概には云難いが，先づ本報第2......3

報のtoを以て夫々の時期に於ける染替の時

期と見倣して差支えないと考えられる。

5. 結 日

現今使用されている各種漁網染料につい

て何等かの方法を講ヂるととに依りー暦効果的ならしむる目的を以て種々試験を行った。

本報では適当な時期に於ける染替の効果について吟味したコ向他の方法については今後の研究に

侯たなければならない。

文 献・

く1) 村山，川崎:水産学雑誌， 50号，昭和17年10月

(水産科学研究所業績第142号〉
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